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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 28日 (2006.11.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ラ ズ マ 室 中 で 基 体 上 に 珪 素 を 析 出 さ せ る 方 法 に お い て 、
  プ ラ ズ マ 室 に 反 応 性 の 珪 素 含 有 ガ ス お よ び 水 素 を 用 意 し 、
  プ ラ ズ マ 発 生 を 開 始 し 、
　 プ ラ ズ マ 発 生 開 始 後 プ ラ ズ マ 室 に 少 な く と も 反 応 性 の 珪 素 含 有 ガ ス を 連 続 的 に 供 給 し

、 そ し て 同 時 に 該 プ ラ ズ マ 室 中 に 存 在 す る ガ ス 混 合 物 の 少 な く と も 一 部 を 該 室 か ら 排 除 し
、
  そ の 際 に プ ラ ズ マ 室 中 に 導 入 さ れ た ガ ス 全 体 流 [sccm]が 、 被 覆 す べ き 基 体 表 面 積 [100

 cm 2 ]を 基 準 と し て 析 出 速 度  [A/s] と の 関 係 で １ ０ [sccm*s/100*cm 2 *A]を 超 え ず 、 好 ま し
く は ６ [sccm*s/100*cm 2 *A]を 超 え ず 、
  水 素 の 存 在 下 に 均 一 な 微 結 晶 珪 素 を 基 体 上 に 析 出 さ せ る

各 段 階 を 含 む 、 上 記 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
 微 結 晶 珪 素 は 特 に 太 陽 電 池 に お い て 吸 収 体 と し て 利 用 さ れ る 材 料 で あ る 。 今 日 、 こ れ ら
は 沢 山 の 実 験 に お い て 、 シ ラ ン お よ び か ら の Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ Ｄ 法 (プ ラ ズ マ で 強 化 さ れ た 化
学 蒸 着 法 )に よ っ て 製 造 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 水 素 供 給 、 い わ ゆ る 水 素 希 釈 は ５ ０ ０ ℃
以 下 の 基 体 温 度 で 結 晶 珪 素 を 製 造 す る の に 必 要 と さ て い る 。 こ れ ら の 結 晶 珪 素 層 は 沢 山 の
小 さ い 微 結 晶 子 で 構 成 さ れ て お り 、 そ れ 故 に 微 結 晶 珪 素 （ microcrystalline silicon） と
称 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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水 素



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
  こ の 方 法 も 二 つ の 段 階 で 構 成 さ れ て い る ：
1.  多 い 水 素 流 量 と 減 少 さ れ た シ ラ ン 流 量 と で の 析 出 圧 の 決 定 （ プ ラ ズ マ な し ） 。
2.  専 ら シ ラ ン の 注 入 下 で の 析 出 。
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